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【背景と目的】 
マイクロ RNA(miRNA)発現は癌細胞でみられ、癌の様々なタイプの発生および進行に関連し
ている。したがって、miRNA は、癌患者の診断または予後のバイオマーカーとして役立つこ
とができる。本研究では、子宮頸がん被験者の血清中にあるエクソソームの miRNA分析を試
みた。 
【対象および方法】 
Total RNAは、健康な女性被験者、子宮頸部上皮内腫瘍（CIN）被験者、および子宮頸がん被
験者の血清から抽出した。我々はまず miRCURY LNAマイクロ RNAアレイ（Exiqon）を使用
して、子宮頸がん被験者と健常な被験者からそれぞれ 6検体の血清サンプル中の miRNA発現
を探索した。そのうち発現に有意差を有する miRNAは、TaqMan遺伝子発現アッセイ（Applied 
Biosystems社）を用いて、定量的リアルタイム RT-PCRによって多検体で検証した。 
【結果】 
miRCURY LNAマイクロ RNAアレイの結果は、子宮頸がん被験者と健常な被験者の血清サン
プルにおいて、1223個の miRNAうち 6個の miRNAが 3.0倍以上の発現レベルの変化を有し
ており、p値は 0.01以下であった。6個の miRNAうちの 4個（miR-483-5p、miR-1246、miR-1275、
および miR-1290）の発現を調べた検証（N = 131）において、子宮頸がん被験者（n=45）は健
常な被験者(n=31)より miR-1290の発現が有意に高いことが判明した。また、これらの miRNA
レベルの中央値は、CIN被験者（n = 55）よりも子宮頸がん被験者（n= 45）で有意に高かった
ことがわかった。血清 miRNAは、臨床病理学的パラメーターと相関していなかった。しかし
ROC曲線は、これらの血清 miRNAが子宮頸癌の有用な診断マーカーであり得ることを示唆し
た。 
【結論・考察】 
血清 miR-1290の発現は、対照群と比較して子宮頸がん患者の血液で著しく高く、従って子宮
頸がんの診断に有用なバイオマーカーとして役立つ可能性がある。子宮頸がんの血清エクソ
ソーム miRNAの役割を十分に探求するためにより大規模な研究が必要である。 
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